広島女学校附属幼稚園における音楽活動について : 広島女学校附属幼稚園・保姆師範科編纂「遊戯唱歌」の考察を通して by 持田 葉子 & Yoko Mochida
広島女学校附属幼稚園における音楽活動について
――広島女学校附属幼稚園・保姆師範科編纂「遊戯唱歌」の考察を通して――
A Study of Childrenʼs Music Activity at Hiroshima Girlʼs School Kindergarten
̶Focusing on Yugishoka (Games and Songs) compiled at Hiroshima Girlʼs School Kindergarten̶
持 田 葉 子＊
要 約
本稿では、キリスト教主義幼稚園における音楽活動、とりわけ大正期にいち早く進歩主義教育に取
り組んでいた広島女学校附属幼稚園における音楽活動がどのようなものであったかを知るために、
1915（大正）年に本園で編纂された「遊戯唱歌」の内容を考察した。その結果、本書の歌の中には、
子どもがのびのびと身体を使った自由な模倣表現が見られ、それは歌詞に合わせて細かく形式的な振
りを付ける従来の唱歌遊戯とは異なっており、子どもの自由な表現を尊重する進歩主義的な考え方が
反映されたものであった。また歩く、スキップ、跳ぶ等の身体を通してリズムを感じる身体活動のた
めの曲や、欧米の伝承遊び歌が多く掲載されており、それらがリズムを感じるだけでなく、子どもの
身体発達や、思考や感情の発達を促すものとして保育の中に位置づけられていたことが明らかになった｡
キーワード：キリスト教主義幼稚園、唱歌遊戯、リズム活動、進歩主義教育
Ⅰ．はじめに
日本では、明治初期に初めて幼稚園が開設されて
以来、子どもの音楽活動は、長年唱歌、遊戯という
名称で保育の中に位置づけられてきた。明治、大正
期においては、東京女子師範学校附属幼稚園をはじ
めとする官立・公立幼稚園での取り組みの一方で、
キリスト教主義幼稚園では、明治初期よりアメリカ
から直接持ち込んだ唱歌を子どもにわかりやすい言
葉に訳して用いたり、遊戯もリズミカルなものを取
りいれ、またいち早く創作遊戯や唱歌劇が行われた
りした｡1) このようなキリスト教主義幼稚園で行わ
れていた音楽活動は、それ以外の幼稚園とは異なっ
た様相を呈しており、その当時の実践内容や理念を
明らかにする必要があると考える。
本稿で取り上げる広島女学校附属幼稚園は、1892
（明治25）年に南メソジスト教会伝道局より派遣さ
れたアメリカ人教育宣教師ゲーンズ（Ganes, N. B.）
によって、当初は広島英和女学校附属幼稚園の名称
で開設され、明治後期には恩物中心主義から脱却
し、大正期には直接コロンビア大学で最新の幼児教
育を学んだ保育者たちを中心に、いち早く進歩主義
教育の理念を教育の方法に採用していた。その保育
内容について橋川（1905)2)は、広島女学校のアメ
リカ人教育宣教師たちによる改革は、当時の我が国
の幼稚園を10年あまりリードした内容であったと述
べている。
では、そのような先進的であったとされている同
園では、どのような音楽活動が行われていたのであ
ろうか。それについては、1901（明治34）年に着任
したマコーレー（Macoulay, F. C.）が、スキップを
初めて日本に取り入れたこと3)、や、1912（明治45）
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1）田中優美 2010 桜井女学校幼稚保育科の創設と保姆養成の実際―卒業生の実践を手がかりに―
幼児教育史研究号 pp. 33-44
この中で田中は、桜井女学校附属幼稚園では、1890（明治23）年以前、クリスマスに「靴の中の小人」という唱歌劇
が行われていたこと、また英和幼稚園では、アメリカのリズミカルな歌を歌ったり、「豆腐man」などの子どもの身
近なものを題材にした創作遊戯が行われたりしたことを報告している。またそれは、一般の幼稚園より数年から数十
年早かったと述べている。
2）橋川喜美代 2015 広島女学校における子ども本位の活動に根ざした保育の確立―アメリカ人教育宣教師M.M.クッ
クと進歩的な保育の導入― 兵庫教育大学研究紀要第47巻 p. 9
3）聖和保育史刊行委員会 1985 聖和保育史 聖和大学 p. 57
年に着任したフルトン（Fulton, J.）が、歌と遊戯の
ための曲集を編纂したことなどが挙げられている
が4)、大正期に進歩主義的な保育形態が取り入れら
れていく中で、どのようなねらいを持って音楽活動
が行われていたのか、そして本園の保育内容の中
で、音楽活動がどのように位置づけられていたのか
は、十分明らかになっているとは言い難い。
そこで本稿では、1915（大正）年に広島女学校
附属幼稚園・保姆師範科5)で編纂された「遊戯唱
歌｣6) の内容を考察することを通して、大正期の本
園の音楽活動の特徴や保育内容における位置づけに
ついて明らかにしたい。
Ⅱ．広島女学校附属幼稚園・広島女学校
保姆師範科について
広島女学校附属幼稚園は、先に述べたように、
1892（明治25）年に南メソジスト教会伝道局より派
遣されたアメリカ人教育宣教師ゲーンズによって、
当初は広島英和女学校附属幼稚園の名称で開設され
た。その年後の1895（明治28）年に、広島女学校
保姆師範科が開設され、神戸のランバス記念伝道女
学校と合併し、ランバス女学院保育専修部として大
阪に移転する1921（大正10）年まで続いた。
広島女学校附属幼稚園における初期の保育は、フ
レーベルの恩物を使用し、時間割によって活動を区
切った一斉保育の形態が取られていたが、明治中期
以降は進歩主義、子ども中心主義の教育理念を積極
的に教育の方法に採用するようになる。その背景に
は、フルトン、クック（Cook, M.M.）らをはじめ
とするアメリカから派遣された教育宣教師たちが、
進歩主義教育の旗手であったコロンビア大学のヒル
（Hill, P. S.）のもとで学び、その教育理念を実践し
ていたことがあげられる。
さて、広島女学校保姆師範科に最初の大きな変化
をもたらしたのは、1901（明治34）年に着任したマ
コーレーである。マコーレーは、ヒルのもとで教育
を受け、実際に保育を経験した人物であった。マ
コーレーは、子どもたちが活発な活動もせずにただ
静かに動くだけということに驚き7)、スキップの遊
戯を保育に取りいれて、新しい風を吹き込んだ。マ
コーレーは帰国後、フランセス・リトルという名前
で日本での経験を小説風にまとめた著書「The
Lady of theDecoration（勲章の貴婦人）」を出版し、
その中で師範科の生徒たちにスキップを教えた様子
を次のように記している｡8)「私は、最初のレッス
ンとしてスキップを教えることに決めました。ス
キップは、日本ではまだ知られていない実技のよう
ですが、これがないと、幼稚園教育は成立しないと
思うのです。」「しかし、最初の試みはさんたんたる
ものでした。ある生徒は転んで頭を打ち、ある生徒
は膝をすりむき、みんなつまづいて転びました。
（中略）私は、勝利を勝ちとる日までと決めて、手
を貸し励まし元気づけてあげました。翌日は多少の
進歩があり、三日目には彼女たちはもう達者なもの
でした。」初めてスキップを目にした日本人にとっ
ては、大変難しい動きであったことがうかがえる。
またマコーレーは同書の中で、幼稚園の母の会で
アメリカのレクリエーションを行った時の様子を次
のように記している｡9)「老若肥痩、皆スキップの
心をとらえて輪になって、大はしゃぎで、片足飛び
やジャンプをしてまわりました。その後、年配のご
婦人たちもいっしょに『隅とり鬼ごっこ』や『ハン
カチ落とし』をして、子供たちと同じように笑った
りおしゃべりしたりしました。」この記述から、マ
コーレーは、スキップ以外にも、アメリカのリズミ
カルな遊戯やダンス、ゲームなどを日本に持ち込ん
でいたことがわかる。マコーレーは、1906（明治39）
年まで教えたが、1911（明治44）年から約年間、
クックの休暇に代わって来日したため、合計年間
広島女学校のために尽力したのだった。
そして、1904（明治37）年に着任したのがクック
である。クックは、当時わが国の幼稚園教育に大き
な力をもっていたフレーベルの恩物使用に対して、
フレーベルの幼児教育への崇高な理念と深い洞察に
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4）広島女学院幼児教育史刊行委員会 2006 小さき者への大きな愛―広島女学院ゲーンズ幼稚園の歴史とM. クックの
貢献― 広島女学院 pp. 114-124
5）「遊戯唱歌」には、広島女学校附属幼稚園保姆師範科編纂と記載があるが、実際には「広島女学校保姆師範科」と「広
島女学校附属幼稚園」の名称は分かれていた。そのため本稿では「広島女学校附属幼稚園・保姆師範科」と表記した。
6）広島女学校 1915 遊戯唱歌 聖和短期大学キリスト教教育・保育研究センター所蔵
出版時は「遊戯唱歌」という名称であったが、後に「幼児曲集」に変わっている。本稿では「遊戯唱歌」を用いる。
7）聖和八十年史編集委員会 1961 聖和八十年史 聖和女子短期大学 p. 50
8）フランセス・リトル著 佐々木翠訳 1996 勲章の貴婦人 広島女学院 pp. 22-23
9）前掲書 8）p. 53
影響を受けつつも、それを刺激として新しい進歩主
義教育理念を積極的に教育の方法に採用しようとす
る意欲を見せた｡10) この時期の保育について、金子
（2013)11) は、保姆師範科生徒の松下トクの保育案
（1906年〜1908年）を分析し、広島女学校附属幼稚
園では、遊戯・唱歌・談話・手技といった保育項目
を関連付け、テーマや保育項目間の連続性を重視す
る中心統合主義カリキュラムが、日案レベルだけで
なく、週案、月案、季節案の各単位でも重視されて
いたこと、また作画方法においては、子どもの発達
段階に応じてその方法を変化させるなど、子どもの
実態に即した保育が行われていたことを明らかにし
ている。
こうした子ども本位の保育への流れは、クックが
1911（明治44）年にコロンビア大学のヒルのもとで
学び、そして1912（明治45）年にフルトンを伴って
帰国した後急速に展開し、1914（大正）年に「保
育綱目｣12) を作成するに至る。それは、保育の中に
家庭、社会、自然界における子どもの興味を取り上
げている点で、画期的なものであった。
さて、こうした改革の流れをクックと共に作った
のは、フルトンである。フルトンはコロンビア大学
を卒業後、エシカル・カルチャー・スクール師範科
を卒業し、同校で長く保育の経験を積んでいた。広
島女学校保姆師範科11回生の佐野小春が、フルトン
について次のように回想している｡13)「明治45年の
春、クック先生はフルトン先生を同伴帰校されまし
た。大正を迎えた母校は教育上にも大変化で未曽有
の大改革でした。黒リボンで小さい頭をくるりと巻
いて斜め前で蝶結び、日本びいきの先生、さっさと
靴を脱いで白足袋草履きといういで立ち。市内も身
軽く歩かれる姿は随分人目を驚かせたものです。優
れた事は一つだに逃さじと、かぶき劇には実に熱心
に行かれて、それこそ幼児劇のドラマに表情に早速
応用されるのでした。リズム体操も当時出来初めだ
との事でアメリカ土産として野球も教えて遊ばせて
下さった。音楽唱歌の時間に、アクビの練習、口笛
の稽古にはとっても驚かされました。作詩、作曲、
メロディーに対しての調和音の作譜等素晴らしい指
導ぶりで其頃に歌詞改訂、リズム、唱歌の書籍出版
までされたものです。画も大胆な指導方法に一転
し、手技は小を大に、材料を豊富にして、自由作成
にと指導されるので、木片、紙方、古箱、空缶等何
でもが作品材料にされる事になりましたので、当時
手技係であった私は毎度仰天していました。保育時
間割を一切廃止して、入門から左様ならまで子供の
動きの儘に指導、見守り役の私達は当分はかなりと
まどい続けでした。」
時間割の廃止、子どもの自由作成など、子ども主
体の保育へと改革が進められている様子が伺える。
また、ここに出てくるリズム、唱歌の書籍出版とい
うのは、本稿で取り上げる「遊戯唱歌」のことと推
測される。このように本書は、フルトンやクックら
による子ども中心主義への改革が行われている中で
編纂されたのである。
Ⅲ．「遊戯唱歌」の編纂
「遊戯唱歌」が編纂されたのは、1915（大正）
年である。編纂に関わったフルトンは、広島女学校
着任後は、手技とリズムを教えていたが、特にリズ
ムの指導が得意で、学生たちに多くの歌や曲を上手
に面白く教えた。それらの多くの歌や曲は、附属幼
稚園の日々の遊びを観察し、子どもたちに適したも
のを選び出したものであった。
フルトンのこうした指導により、リズム教育に興
味を持った学生たちが、フルトンが教えたそれらの
曲や歌を翻訳して冊の本にまとめた｡14) それが
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10）聖和保育史刊行委員会 1985 聖和保育史 聖和大学 p. 58
11）金子嘉秀 2013 明治後期の幼稚園における中心統合主義カリキュラムの受容・実践内容に関する研究―広島女学校
附属幼稚園師範科生徒の保育案ノートを手がかりとして― 保育学研究第51巻第号 pp. 6-16
12）広島女学校附属幼稚園 1914 保育綱目 聖和短期大学キリスト教教育・保育研究センター所蔵
13）聖和八十年史編集委員会 1961 聖和八十年史 聖和女子短期大学 p. 214
図 「遊戯唱歌」序文（聖和短期大学キリスト教教育・保
育研究センター所蔵）
「遊戯唱歌」である。序文を図に示す。
序文には「本書は広島女学校附属幼稚園保姆師範
科が、幼稚園児のため特に編纂したものである」と
記されており、附属幼稚園にて使用されたと考えら
れる。
本書は、出版時には「遊戯唱歌」という名称で
あったが、本学に所蔵されている数冊は、「遊戯唱
歌」と記載されている中表紙が除かれ、「リズムと
歌の遊戯」または「幼児曲集」と書き替えられてい
る。いつ書き替えられたかは特定できない。本学で
は、子どものリズム活動に用いるための曲集を、「幼
児曲集」として長年編纂してきているが、この「遊
戯唱歌」がその始まりであると言って良いであろ
う。
Ⅳ．「遊戯唱歌」の内容と考察
曲集の目次には、歌が15曲、リズム及遊戯27曲の
記載がある。（図）ただし曲集中、歌の中には目
次に記載のない「雨」という曲が入っていた。また
遊戯にも、目次に記載のない「餅屋」という遊戯が
入っており、実際には歌16曲、リズム及遊戯28曲と
いうことになる。
．歌
歌の16曲15)には、すべてピアノ伴奏がついてい
る。全体を概観すると、讃美歌、朝の集まりで用い
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14）広島女学院幼児教育史刊行委員会 2006 小さき者への大きな愛―広島女学院ゲーンズ幼稚園の歴史とM. クックの
貢献― 広島女学院 p. 114
15）この中で原曲が確認できたものは次の通りである。
番「お早う」Greeting and Meeting Swedish (Hofer,Mari R. 1907 Popular Folk Games and Dances,A. Flanagan Co.)
 番「蠶」The Caterpillar and the Moth Hill,Mildred J. and Hill, Patty S. (Hill,Mildred J. and Hill, Patty S. 1896 Songs
Stories for the Kindergarten, F. Summy Co.)
14番「ヴァイオリン」The Fiddle Aleta Rossiter (Bently,Als E. 1907 Song Primer : Teacher’s Book,A. S. Barnes Co.)
図2-2 「遊戯唱歌」目次（聖和短期大学キリスト教教育・保
育研究センター所蔵）
図2-1 「遊戯唱歌」目次（聖和短期大学キリスト教教育・保
育研究センター所蔵）
図2-4 「遊戯唱歌」目次（聖和短期大学キリスト教教育・保
育研究センター所蔵）
図2-3 「遊戯唱歌」目次（聖和短期大学キリスト教教育・保
育研究センター所蔵）
るもの、そして季節ごとの行事や自然にかかわるも
のが掲載されており、毎日、そして年を通した保
育内容が考慮されている。讃美歌が最初に置かれて
いることは、本園で歌による神の賛美が大切にされ
ていたことを思わせる。また、歌の半分以上が、歌
に合わせて動く、或は模倣表現を行うなどの動きを
伴うものであった。
ここで特に注目したいのは、「蝶」「種子の歌」
「蠶」「雪遊び」などの歌に見られる模倣表現である。
これらの模倣表現は、振りが細かく決められておら
ず、題材をイメージして伸び伸びと動く自由性があ
る。例えば)番の「蝶」を以下にあげる。（図）
歌詞と目次にある説明は以下の通りである。
・歌詞：「みよや 毛虫の はいゆくさまを ねむ
りておきて とびまわるなり」
・説明：「この楽譜は毛虫の匍匐する様を表す。幼
児は毛虫の状態を成し歌詞と共に匍い楽譜
は繰り返されその間眠る。後半の楽譜で眠
りより醒め蝶となりて飛び廻る」
「みよや〜ねむりて」までは、子どもたちが毛虫
になり這い廻って眠り、「〜とびまわるなり」の歌
詞が終わってからは、歌詞なしのピアノ伴奏のみで
蝶になって飛び廻るという構成になっている。
這い廻る場面は 4/4拍子のゆったりとした曲想、
飛び廻る場面は 2/4拍子の活発で楽しげな曲想に変
わる。這う、眠る、飛ぶという感じが、音楽によっ
て表現されているところが特徴的であり、音楽と動
きの調和が意識されている。
また歌詞は、生き物の動きや変化に焦点が絞られ
たものになっており、動きの指示も、這う、眠る、
飛ぶ以外になく、這い廻る様子や飛ぶ様子を、子ど
もたちが自由に模倣表現するものと考えられる。
同じ特徴が、「種子の歌」「蠶」「雪投げ」にも見
られ、「種子の歌」においては、最後に花の名前を
子どもたちが自由に命名することになっている。
当時の日本の唱歌遊戯は、子どもにとって親しみ
やすい形に変化してきたものの、歌詞の言葉に合わ
せて細かく振りが決められているものが多かった。
しかし、本書に見られる模倣表現には、振りという
より、そのものになりきり、伸び伸びと大きく身体
を動かす躍動性と自由性が感じられ、子ども本位の
考え方が反映されているといえるであろう。
．リズム及遊戯
リズム及遊戯は28曲あり、そのうち番から14番
までは、リズム（身体活動のためのピアノ曲）、15
番から26番までは遊戯、また最後の27番はリズム劇
のためのピアノ曲となっている。
（）リズム（身体活動のためのピアノ曲）
リズムの番から14番までの内容を表にまとめ
た。ここに出てくる身体活動は、歩く、走る、ス
キップ、ギャロップ、片足とび、両足とび、つま先
歩き、ボート漕ぎ、ブランコを揺らす、カエルのよ
うに跳ぶ、まりつき等多様な動きがある。そして身
体活動に用いられる曲は、それぞれの動きのリズム
に合ったものが選択されており、本園では、音楽と
共に身体全体でリズムを感じる活動が重視されてい
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図 「蝶」（聖和短期大学キリスト教教育・保育研究センター所蔵）
たことがわかる。またこれらの曲は、著名な作曲家
の手によるものが多く、音楽的にも優れた曲を聴か
せようと考えていたことが伺える。
（）遊戯
次に、後半の15番から26番までの13曲の遊戯（目
次に記載のないものも含む）を見てみたい。これら
の曲のほとんどは欧米の伝承遊び歌である。原曲と
曲の特徴を表に示す。
これらの伝承遊び歌の底本は、伴奏の編曲方法が
全く同じであることから、17番は、ホッファー
（Hofer, Mari R.）による著書「Popular Folk Games
and Dances｣16)、また23番を除く残りの歌は、同じ
くホッファーの「Childrenʼs Singing Games Old and
New｣17) と推測される。
原曲と本書の遊戯の歌詞や遊び方を比べると、歌
詞の意味が翻訳の時点で変わっているものもあった
が、遊び方はほとんど同じであった。
遊戯に伴う動きを見ると、歩く、スキップ、跳び
まわる、歌詞の内容を模倣する動きなど、リズミカ
ルな要素が含まれている。また遊び方の特徴として
は、役交代、競争、数える、選ぶ、模倣、踊り、身
振りなどの要素がある。
（）リズム劇のためのピアノ曲
遊戯の項目の最後27番「クリスマスの玩具屋の遊
びに用いるリズム」は、ストーリーを動きで表現す
るための器楽曲である。曲は曲あり、楽譜中の解
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16）Hofer, Mari R. 1907 Popular Folk Games and Dances, A. Flanagan Co. Chicago, U. S.
17）Hofer, Mari R. 1914 Children’s Singing Games Old and New, A. Flanagan Co. Chicago, U. S.（初版は1901年）
表 リズム及遊戯 番から14番（ピアノ曲による身体活動）の内容
早く歩む時、遅く歩む時不明「March」(種類)(ロ)未記入
Edmund Parlow「March」(イ)クイックマーチ
楽譜に記載の動きの説明作曲者楽譜の題名目 次

不明「スキップ」
スキップR. Schumann「The Joyous Peasant｣＊スキップ
記載なし不明「Second Gavotte」ガボッテ
エヴァ−エゲン)
兵士の進行するマーチHreinhold「War Song」ウオーソング
例：幼児は初めの小節にて鳩とな
り緩やかにえさを求むべく進行し終
の小節にて人影を認め退却し帰り
来る
Swedish Dance「Ladita」ラデタ
蛙のとぶ時又はまりつきに用うA. Jensen「Happy Wanderer」ハッピーワンダラー
「Dollyʼs Dreaming And
Awakening｣＊＊
ドーレー、ドリーミング10
ボート漕ぎ不明「In a Boat」イン、ア、ボート 
片足で飛ぶ（ケンケン）L. Streabbog「Rondon in C.」ロンドン.
記載なしW. Vanderuell「Ever Again」
ララ、ライダース
11
12
13
14
子守歌の譜T. Oesten
「Little jumping Joan」
「Ride a Cock Horse」
「耳と拍子との練習」（種）
「Swing」(ブランコ)
「Rough Riders」
「High Stepping Horse｣＊＊＊
(イ)ジャンピング、ジョン
(ロ)ライド、ア、コック
ホース
スケール
スイング
作曲者の は、楽譜に記載がなく筆者が調べたもの。
＊「楽しき農夫」 ＊＊「人形の夢と目覚め：ゆりかごの歌」 ＊＊＊「Mazurka Op. 39 No. 11」
出典がわかったもの番「ハッピーワンダラー」：Hoffer, Mari. R. 1900 Music for the Child Word, Vol. I., A. Flanagan Co.
番「ラデタ」：Hofer, Mari R. 1907 Popular Folk Games and Dances, A. Flanagan Co.
番「ウォーソング」：Hoffer, Mari. R. 1902 Music for the Child Word, Vol. II., A. Flanagan Co.
14番「ララ、ライダース」：Hoffer, Mari. R. 1902 Music for the Child Word, Vol. II., A. Flanagan Co.
うでを前でくみ両足そろえて飛ぶ
片足を他方の足の上にのせ其上にま
たがらせ音楽に合わして足をあげ子
供とぶ
歩く、走る、とぶ、つまさき歩き
此リズムに合せて両手を広げてぶら
んこを押す振をなす
馬の走る時用
馬が足を高くあげて歩む
不明
不明
不明
不明
W. C. E. Seeboeck
Tchaikovsky
説には以下のように書かれている。
・曲目「玩具を作る曲」：「第一の楽譜にて玩具作
る、幼児の想像に訴えて種々の玩具は出来
上がる。出来上がりし玩具は玩具屋に持ち
運ばれる」
・曲目「小人の踊り」：「夜中に玩具の人形は生を
得て踊る。朝になりて再び元の人形に帰
る。玩具屋の主人は昨夜の夢を客に物語り
て共に不思議なる人形の出来事に驚く」
曲目では玩具を作る表現、曲目では玩具の人
形が踊るところを表現するものとなっている。曲調
は、曲目は「Tempo Marciale」と表記され明る
い感じ、曲目は「Andante Misterioso」と書かれ、
短調でゆっくりとした感じである。
リズム及び遊戯全体の構成を見てみると、音楽と
ともに歩いたり、スキップをしたりするという単純
な形式の経験から、何らかの決まりがある遊戯の形
式、そしてさらにお話を表現するリズム劇の経験へ
と、リズムという要素を軸に、その構成が単純な表
現形式から、より複雑な構成になっていることがわ
かる。それは、スキップや跳びまわる、ギャロップ
などの経験を通して、最初は身体をリズミカルに動
かすことへの快感を楽しむ単純なことから、しだい
に様々なリズムや速度に対応する身体調整力が備
わってくる。そうすると、発達に応じた様々なルー
ルや動きを持つ遊戯の導入が可能となる。また、
ゆっくり歩く、早く歩く、つま先歩き、蛙のように
跳ぶ、ブランコを揺らすなどの動きは、ストーリー
を表現するリズム劇への準備ともなるであろう。本
園では、こうした音楽に合わせたリズム、遊戯、リ
ズム劇を、子どもの発達に応じて展開していたと考
えられる。
また、1912年（明治45年）に発行された「私立広
島女学校要覧」中の「附属幼稚園」の紹介文には、18)
「幼稚園はフレーベルの理想の基て保育して居ます
（略）それで幼稚園では幼兒が音律的共同遊戯をす
る中に不知不識身体も強まり容姿も整ひ音楽の趣味
や同情心も萌ざし其知識は自ら各方面に發達し始め
ます（略）」（傍線は筆者による）とある。
ここでは、音楽を伴う共同の遊戯を行うことで、
知らず知らずのうちに身体が鍛えられ、音楽性や思
いやりの心を養えることが述べられている。すなわ
ち、リズムや遊戯に、身体的な発達、音楽性の発達、
社会性の発達という教育的価値を置いていたことが
伺える。
また遊戯には、役交代、競争、数える、選ぶ、模
倣、踊り、身振りなどの要素がある。クックは「幼
稚園におけるゲームの役割と目的」と題した論文19)
の中で、遊戯に対して、「ゲームは、子どもの経験
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18）聖和保育史刊行委員会 1985 聖和保育史 聖和大学 p. 36
19）Cook,M.M. 1919 The Place and Purpose of Game in the Kindergarten, Thirteenth Annual Report of the Kindergarten
Union of Japan 13 pp. 56-59
邦訳は幼稚園におけるゲームの役割と目的 1985 ANNUAL REPORT OF THE KINDERGARTEN
表 リズム及遊戯 15番から26番の遊戯の原曲と曲の特徴
フォローマイリーダー
大将さん
17
18
19
○＊
20
21
22
23
English
24
歩く
＊目次に記載がない曲
主な動き
「I SEE YOU」
「ITISKIT ITASKET」
「HERE WE GO ROUND THE MULBERRY BUSH」
「THE MUFFIN MAN」
「THE GREEN GRASS」
「IN THE SPRING」
「LOOBY LOO」
「FOLLOW MY LEADER」
「SOLDIER BOY, SOLDIER BOY」
みよや
はんかちおとし
洗濯あそび
餅屋
庭に出て遊ばん
春のあそび
右の手出す
みんなとなかよく15
遊び方の特徴
オルガンを弾く動き
原 曲遊戯の曲名
身振り
追う・逃げる
模倣
数が増える
選ぶ
模倣
身振り、活動
役交代
模倣、はずみ廻る
American Air 歩く、走る
数える、模倣
Swedish
「TEN LITTLE INDIANS」十人の兵隊さん26
模倣
二人ではずみ廻る
「THE MUSICIAN」音楽師16
役交代、競争
German
「JOLLY IS THE MILLER」
25
American 模倣
不明 歩く
不明 歩く、走る、模倣
English 手足を動かす、廻る
French まりつき、縄跳び等
English 廻る
New England スキップ
American
模倣、選ぶ、踊り模倣、足踏み、スキップEnglish「OATS, PEASE, BEANS, AND BARLEY GROW」種子蒔き
を絶えず広げ、表現を通じて、思考や感情や意思を
育てることができるということと密接に関連して、
幼稚園におけるその役割を有しているのです。｣20)
と述べている。
例えば22番の「右の手出す」（「LOOBY LOO：と
んまのルー）」は、歌に合わせて左右の手と足を出
していく遊びであるが、それについて、「とんまの
ルーは、左右も示せない赤ちゃんとでもゲームの面
白さを十分に楽しめますが、子どもたちは彼ら自身
の思考力や表現力が発達するにつれて、その遊びを
発展させることができます。｣21) と述べている。さ
らに18番の「はんかちおとし」についても、「はん
かちかくしのようなゲームでは、ほんの小さい子
は、友達を追いかけるとか、友達から逃げるという
単純な行動に夢中になりますが、一方、もう少し年
長の子は、仲間からの逃走とか、その逃走を妨害す
ることに対しての機敏な観察とか敏捷さを訓練する
ことができます。｣22) と述べ、同じゲームでも、子
どもの発達段階に応じて単純なものから複雑なもの
へ変化させることによって、子どもの経験を広げる
ことができると考えていたことがわかる。つまり
ゲームの中に、リズムの要素だけでなく、遊戯の中
での子どもの思考や感情の発達にも教育的価値を認
めていたのである。
ところで、宣教師たちが、こうした遊び歌の教育
的価値を認めていたのであれば、日本のわらべうた
遊びを取り入れなかったのであろうか。この点につ
いて、JKU の年報（1917)23) の中に、日本のわら
べうた遊びを試してみたところ、個々の子どもの反
応があったとの記述がある。しかし、それ以外には
積極的に行った形跡は見られなかった。それはやは
り、欧米の伝承遊びにみられるような、身体の多様
な動きや躍動的なリズムの経験が重要視されていた
からではないだろうか。
Ⅴ．おわりに
本稿では、大正期にいち早く進歩主義教育に取り
組んでいた広島女学校附属幼稚園における音楽活動
がどのようなものであったかを知るために、1915
（大正）年に本園にて編纂された「遊戯唱歌」の
内容を考察した。その結果、本書の歌の中には、の
びのびと身体を使った模倣表現を行うものが見ら
れ、それは歌詞に合わせて細かく形式的な振りを付
ける従来の唱歌遊戯とは異なったものであり、子ど
もの自由を尊重する本園の進歩主義的な考え方が反
映されたものであった。また歩く、スキップ、跳ぶ
等の身体を通してリズムを感じる身体活動のための
曲や、欧米の伝承遊び歌、リズム劇の曲が掲載され
ており、それらがリズムを感じるだけでなく、子ど
もの身体発達や思考や感情の発達を促すものとして
保育の中に位置づけられていた。このように、リズ
ムの経験を重視している点、またそれが子どもの多
方面の発達と結びつけて行われている点において、
本園での音楽活動は、日本の幼児教育において、そ
の保育形態の新しさと共に、一歩先を歩んでいたと
言えるであろう。
ところで、「遊戯唱歌」は非売品だったため、他
のキリスト教主義以外の幼稚園の教師たちの目にふ
れる機会はあまりなかったと考えられる。しかし、
本書の序文を書いた師範科卒業生磯部（旧姓野田）
千代が、思い出として次のように記している｡24)
「私の覚えていることは当時幼稚園とリズム教育と
いうことを熱心に教えて頂き、其を少しでも同窓の
友や同労者に紹介し度く思い、堀川町の永井紙店に
印刷を頼んだ処、五線紙の印刷がとてもまづく出来
たのである。それに米国の幼稚園の本を翻訳して出
版したものである。其は至って不完全なものであっ
たが、其が幼稚園リズム唱歌の日本でのはじまりで
あったと自分の記憶では思っている。その後それが
東京の土川五郎氏の手によって修正せられ、律動と
いう本になって出版されたことを思う。」この律動
という本は、律動遊戯第一集であろう。この文面
は、両者に交流があり、土川が「遊戯唱歌」を目に
していたと思わせるがどうだったのであろうか。土
川は、ホッファーの著作「Childrenʼ s Singing
Games Old and New」の遊び歌の何種かは、広島女
学校附属幼稚園にて訳されていると述べており25)、
また「遊戯唱歌」に掲載されている「ハッピーワン
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UNION 第)巻 日本らいぶらり pp. 184-187
20）前掲書 19）p. 186
21）同上 p. 186
22）同上 p. 186
23）Hiroshima Kindergarten and Normal Report 1917 Eleventh Annual Report of the Kindergarten Union of Japan, p. 55
24）聖和八十年史編集委員会 1961 聖和八十年史 聖和女子短期大学 p. 209
25）土川五郎 1919 再び律動的遊戯につきて 幼児の教育 第19巻第号 p. 9
ダラー」「スイング」「スケール：つま先歩き」が、
律動遊戯第一集26)にも見られる。土川は、米国の音
楽を取り入れていたので、曲が重なっていることは
不思議ではない。ただ「スケール」については、広
島女学校附属幼稚園のオリジナルではないかと考え
られるため、「遊戯唱歌」を参考にした可能性があ
る。一方で土川は、「フォークダンスを玉成保姆養
成所のミス・マクロイおよびフルトンについて学
び、体操遊戯のあり方やリズムと動作のあり方を身
を持って習得した｣27) とあり、そうした人脈からこ
れらの曲について知り得ていたとも考えられる。い
づれにしても、興味深い事柄である。
今後は、当時のアメリカにおいて、リズム活動が
重要視されるようになる過程について探求すると共
に、本園がランバス女学院に移った後の音楽活動の
内容についても明らかにしていきたい。
＜付記＞
本論文は、日本保育学会第68回大会における発表「明
治・大正期のキリスト教主義幼稚園における音楽活動〜
広島女学校附属幼稚園・保姆師範科編纂『遊戯唱歌』の
考察〜」に、加筆・修正を行ったものである。
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教育・保育研究センターの小見のぞみ先生、吉新ばら様
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